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■敷地概要 ■建物概要

棟別概要

庁舎 機械棟 車庫棟(４台×２棟)

構造種別
鉄骨鉄筋コンクリート

（ＳＲＣ）造
鉄骨（Ｓ）造 プレファブ造

地業種別 直接基礎 直接基礎 直接基礎

階　　数 ３階　一部４階 平屋 平屋

延べ面積 213.77㎡8,319.50㎡

建築面積 228.74㎡3,237.33㎡

建物の高さ 19.170ｍ 3.965ｍ 3.008ｍ

庁舎のエリア別床面積

合計地域防災センター庁舎

４階床面積 ---409.26㎡ 409.26㎡

３階床面積 --284.39㎡ 2,741.96㎡2,457.57㎡

２階床面積 - 164.64㎡131.75㎡ 2,397.75㎡2,101.36㎡

１階床面積 － 159.84㎡468.44㎡ 2,770.53㎡2,142.25㎡

延べ床面積 324.48㎡468.44㎡7,110.44㎡ 8,319.50㎡416.14㎡

その他の概要

まちなか交流施設

駅舎 山形鉄道

・思いやり駐車場　　：　２５台（車いす４台、ＥＶ１台含む）　　

・南東側駐車場　　　：　２０５台（車いす２台含む）　

・北側駐車場(敷地外)：　５０台

・東側駐車場(敷地外)：　５１台　　　　　　　　　計３３１台

・駐車場概要

・駐輪場概要（別途工事）
・駐輪場１、２、３：鉄骨造　　　　５０台

・駐輪場４　　　　：耐雪型既製品　１５台

・駐輪場５　　　　：耐雪型既製品　２０台

・駐輪場６

・駐輪場７　　　　              計８５台

161.76㎡
(80.88㎡×2棟)

161.76㎡
(80.88㎡×2棟)

２Ｆ：災害対策本部 ３Ｆ：議場

１Ｆ：中央ホール ２Ｆ：ホール２

■内観パース

１Ｆ：市民交流ホール（南側） １Ｆ：市民交流ホール（北側）

所 在 地 長井市栄町１１８８番地６

敷 地 面 積 15,689.48㎡

地 域 地 区 商業地域・工業地域

防 火 地 域 防火指定なし（法第22条区域）

建 ぺ い 率 80％・60％

容 積 率 400％・200％

日 影 制 限 なし
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１Ｆ 平面図

２Ｆ 平面図

３Ｆ 平面図

４Ｆ 平面図
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自主防災組織の会議や研修などが行える
防災スペース(防災研修室・防災倉庫)

市民に開かれた議場

市街地を望む眺望廊下

キッズコーナーキッズコーナー

個室の相談室授乳室
利用頻度の高い窓口を
１階フロアに配置

プライバシーに配慮した
仕切りのあるカウンター

授乳室

ふれあい交流スペース
災害時に災害対策本部を設置

市街地を望む展望広場

市民防災研修室
(協働活動の場)

長井市新庁舎等建設整備工事

凡例

庁舎機能 防災機能

山形鉄道本社 市民交流ホール

共用通路部 共用設備部

屋根付駐車場

(廊下、階段、ELV) (PS、EPS、MDF、空調室、自家発室、変電室、屋外機スペース）

(車いす利用者用)

 空 間 構 成 ・ 動 線 計 画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　現在の駅へのアクセスを生かし、南側を庁舎執務エリア、
北側の１・２階をまちなか交流施設エリア、３階を議会エ
リアとして、わかりやすく明確なエリア計画とします。ま
た、無柱のオープンフロアの執務室や市民交流ホールの吹
抜け空間など機能的で豊かな空間構成を行います。

１．執務エリア：南側１～３階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 １ 階 平 面 計 画
・市民の利用しやすさに配慮して、市民の利用頻度の高い
　窓口を１階フロアにまとめて配置します。
・窓口は仕切りのあるカウンターとし、市民のみなさんと
　同じ目線で対応できる計画とします。また、個室の相談
　室も配置することで、プライバシーの確保を行います。
・お子様連れの方に配慮したキッズコーナー、授乳室など
　子育て支援スペースの充実を図ります。
 ２ 階 平 面 計 画
・２階に三役室、防災関連執務室を集中配置することで、
　市長を中心に迅速かつ的確な指令系統の確立を可能とし
　ます。災害対策室は、災害時に統制指揮系統となる災害
　対策本部を設置できる計画とします。
 ３ 階 平 面 計 画
・庁舎南側に、自主防災組織の会議や研修などが行える防
　災スペース（防災研修室・防災倉庫）を計画し、地域の
　防災活動を支える拠点とします。

２．まちなか交流施設エリア：北側１・２階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・駅と一体となった賑わいを育むふれあい交流スペースを
　計画します。
・交流スペースの１階は、交流・談話・展示等が行える吹
　抜け空間で開放感のある市民交流ホールとします。２階
　には、協働活動の場となる市民防災研修室を配置します。
・災害時に、市民の一時的な避難場所として、１階市民交
　流ホールと２階市民防災研修室を開放する計画とします。

３．議会エリア・北側３階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・駅・市民交流ホールの上部に議会エリアを計画し、駅と
　一体となったシンボル性のある計画とします。
・駅前通りに面する東面は、市街地を望むことのできる眺
　望廊下を設置します。

４．動線計画
・来庁者のアプローチとして東面に4ヶ所と、プラットホ
　ームのある西面に1ヶ所を計画し、コンコースとします。
・東側中央のメインアプローチは、前面の思いやり駐車場
　からの利用しやすさに配慮します。南側アプローチは、
　駐車場からの動線と時間外対応として設置します。駅舎
　アプローチは、まちなか交流施設エリアに容易にアクセ
　スできる計画とします。
・職員のアプローチとなる通用口は、駐車場や付属棟への
　動線を考慮した南側に設置します。
・各アプローチからの動線を考慮し、執務エリアの南・中
　央・北側の3ヶ所に階段室とエレベーターを設置します。
　市民交流ホールには、2階の市民防災研修室や執務室へ
　直接アクセスできる階段を設置します。

メインアプローチ

通用口

南アプローチ

北アプローチ

駅舎アプローチ

駅舎アプローチ

メインアプローチ

通用口

南アプローチ

北アプローチ

駅舎アプローチ

駅舎アプローチ
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更衣室
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縦型フィンイメージ
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 立 面 計 画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　庁舎とまちなか交流施設が融合した、長井市

　のランドマークとなる施設として計画します。

　まちの新しい顔として、「長井らしさ」をデザ

　インに取り入れ、市民の方々が親しみを持って、

　気軽に訪れられる庁舎デザインとします。

　　全長約170ｍと、南北方向に長い建物形状とな

　りますが、庁舎とまちなか交流施設はそれぞれ

　の特色を持たせたファサードとし、一体建物で

　ありながら変化のある外観デザインとします。

　全体のボリューム感の調整や壁面デザインを工

　夫することで、周辺地域に圧迫感を与えない計

　画とします。

　　また、西面は、窓面積を抑え、エネルギーロ

　スの削減を図るとともに、フラワー長井線を利

　用して訪れる乗客を迎える最初の顔としてデザ

　インします。

　　

庁舎デザインについて

・庁舎は全体的にシンプルで機能的なデザインと

　します。

・メインアプローチを中心に、意匠的に左右のブ

　ロックに分け、長さの軽減を図ります。

・東面は、良好な採光が得られる大きなガラス面

　と、長井市の歴史ある商屋建築の木格子をイメ

　ージした縦型フィンを設け、機能性と意匠性を

　両立します。

まちなか交流施設デザインについて

・近代洋風建築が数多く残る長井市らしく、また、

　新しいまちの拠点として未来へ向かうイメージ

　とし、クラシカルの中にも近代的な息吹を感じ

　られる外観デザインとします。

・あたたかみのある色彩計画と、窓や屋根のデザ

　インに曲線を取り入れた、やわらかい印象を与

　える駅舎とします。

・ミントグリーンのポイントカラーやエントラン

　スの柱デザイン等、市民に親しまれている現長

　井駅の要素を取り入れ、イメージを継承します。

・明かりの漏れ方を考慮した窓の配置や、ライト

　アップ等、夜間の見え方にも配慮した計画とし

　ます。

 断 面 計 画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

室内環境を考慮した適切な断面デザイン　

・執務空間の環境として、無柱空間で天井

　高さ3.0m、フリーアクセスフロア150㎜

　確保した上で、天井内の配管スペースを

　考慮し、階高を各階4.8mで設定します。

・現在の長井駅のコンコースを基準に、１

　階床レベルの設定を行います。ユニバー

　サルデザインを計画の基本とし、出来る

　限り段差の無い施設計画を行います。

・市民交流ホールは２層吹抜とし、明るく

　開放的な空間とします。

・３階の議場部分は階高を上げ、約5mの天

　井高さを確保します。また、傍聴席は階

　段形状とし、下部を収納として活用します。

まちなか
交流施設

庁 舎 曲線を取り入れたデザイン

ガラス張りの展望廊下

やわらかい印象のアール窓

町屋の格子をイメージした縦型フィン

４階は壁面を後退させ、圧迫感を低減

ブロックに分け長さを軽減 吹抜部の大きな窓 現長井駅のディテール



地中熱(地下水)の利用

夜間の冷気

夜間の冷気

床輻射空調

夜間の冷気

雨雪

雨雪

地中熱(地下水)の利用

①
②
③
④

環境負荷・ＬＣＣ低減の手法

自然採光の促進
自然通風の促進
日射の利用 ( 取得・遮断 )
高断熱・高気密化の促進

①
②
③
④

床輻射熱空調
ナイトパージ ( 夜間外気 )
高性能サーキュレーター

⑥
⑦
⑧

⑤ＬＥＤ照明・センサー制御
全熱交換型換気扇
節水型衛生器具
デマンドコントロールシステム

①
②地下水の活用 ( 無散水消雪 )

パッシブ手法による省エネ 再生可能エネルギーの活用

機械室

太陽光発電設備地中熱 ( 地下水 ) 利用ヒートポンプ
アクティブ手法による省エネ

ピット

執務室

待合

執務室

変電室

更衣室

ピット ピット

執務室

執務室

市民ホール

議場

通風

通風
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 環 境 負 荷 軽 減 計 画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　自然エネルギーの活用と、省エネルギー、維持管理の容易なシステム

の導入による省力化、清掃の容易さ等にも配慮した仕上材の検討等によ

り、ライフサイクルコストの低減を図り、地球環境にやさしい庁舎づく

りを目指します。

①自然エネルギーの活用

・「光・水・風」といった自然の持つエネルギーを有効に活用します。

・パッシブデザインの室内環境づくりとして、自然光の積極的な取り入

　れや通風・換気を促す開口部を計画し、消費電力の軽減を図ります。

・豊富な地下水の活用として、空調システムや思いやり駐車場の無散水

　消雪に利用します。

・平常時の受電容量の低減と災害時の電源補助として、太陽光発電設備

　を採用します。太陽光発電パネルは、冬期間の積雪による影響を受け

　にくい南側壁面に垂直設置とします。

②省エネ・省資源システムの採用

・「積極的な省エネ技術の導入」を進め、環境に優しい施設づくりを目

　指します。

・冬期の西風や西日を考慮した適正な開口面積の配分、外断熱や高性能

　複層ガラスの採用による断熱性を十分に確保し、エネルギー損失の削

　減を図ります。

・１階の待合・執務室は、省エネ効果に優れた地中熱(地下水)利用ヒー

　トポンプと床輻射空調により、空調熱エネルギーの削減を図ります。

・ナイトパージ(夜間外気の利用)や高性能サーキュレーターシステム、

　全熱交換型換気扇の採用により、空調エネルギーの削減を計画します。

・ＬＥＤ照明の採用やセンサー類の併用、デマンドコントロールシステ

　ムの採用により、電力消費の削減を積極的に進めます。

・節水型の衛生器具やセンサー付きの自動水洗等の採用により、水の消

　費量抑制を図ります。

③長寿命建築の実現

・耐久性に優れた材料を、外装・内装・設備材料等にも採用し、維持管

　理の容易な計画とします。

・無柱のオープンフロアとすることで、レイアウトの自由度が高く、将

　来の行政需要に対応できるフレキシビリティの高い計画とします。

・基準階の階高は4.8m、天井高さ3.0mの執務空間を確保し、配線の自由

　度や更新性の高いユニバーサルオフィスレイアウト及びフリーアクセ

　スフロアを採用します。

④維持管理運用の合理化

・設備シャフトは、維持管理・更新スペースを確保した計画とし、機械

　室は将来の設備更新が容易に行える配置とし、搬入・搬出にも容易な

　計画とします。

・設備機器運転や照明点滅のスケジュール制御を行い、省エネルギーと

　管理の合理化を図ります。

・ノンワックス床材や抗菌型衛生器具等の採用により、清掃やメンテナ

　ンスの簡易化を図ります。

・屋根のある外部通路や、思いやり駐車場の無散水消雪により、安全性

　の確保と除雪費用の削減・維持管理の容易性を図ります。

 太 陽 光 発 電 設 備( 南 側 壁 面 に 設 置)
・自然エネルギーの活用
・災害時の電力確保

 東 面 の 大 き な 開 口 部
・良好な採光
・自然豊かな眺望  高 性 能 サ ー キ ュ レ ー タ ー

・高天井の温度ムラの解消

 ナ イ ト パ ー ジ
・夜間外気利用
・空調負荷の低減

 高 断 熱 ・ 高 気 密
・断熱ｻｯｼ+高性能ｶﾞﾗｽ
・小さな開口部

 外 断 熱( 西 面 ）
・西風対策
・日射熱対策

 高 断 熱 ・ 高 気 密
・断熱ｻｯｼ+高性能ｶﾞﾗｽ
・小さな開口部

 ナ イ ト パ ー ジ
・夜間外気利用
・空調負荷の低減

 外 断 熱( 西 面 ）
・西風対策
・日射熱対策

 キ ャ ノ ピ ー
・降雪対策
・降雨対策

 無 散 水 消 雪 舗 装
・積雪･凍結防止

 東 面 の 大 き な 開 口 部
・良好な採光
・自然豊かな眺望

 電 気 パ ネ ル ヒ ー タ ー
・雪庇防止
　

 屋 根( キ ャ ノ ピ ー)
・降雪対策
・降雨対策


